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案
と
そ
の
結
果

　平成２３年第１回稲敷市議会定例会が３月１日から２２日までの２２日間
にわたり開かれました。
　市長より提出された議案は、条例の改正案３件、平成２２年度各会計の
補正予算案１０件、平成２３年度予算案１２件、字の区域に関するもの１
件を含め合計２６案件でした。そのほか初日には、上程された請願２件を
それぞれの常任委員会へ付託し、また茨城県後期高齢者医療広域連合議
会への選出議員が任期満了を迎えることに伴い、選挙を執行しました。
　最終日には追加議案として請願３件が上程されたほか議員提案として発
議３件が提出されました。
　なお、今期定例会は会期中に東日本大震災が発生し、委員会審査を中断、
延期するなど、一部日程を変更いたしました。
　議会の審査経過及び、議決の結果については次ページをご参照ください。

【開 催 日】 【 審 議 内 容 】
３月１日（火） 開会

議案について市長の提案理由説明を受ける（２６議案）。
請願２件を各常任委員会へ付託。
茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員一般選挙を執行す
る。
（３月２日は議案調査のため休会）

３月３日（木） 議員による市政一般に関する通告質問を行う。【５名】
３月４日（金） 議員による市政一般に関する通告質問を行う。【２名】

議案に対する通告質疑を行う。【１名】
審査のため、各常任委員会へ議案２６件を付託する。

３月７日（月）
～８日（火）

常任委員会による付託議案審査　【総務教育常任委員会】

（３月9日は議案調査のため休会）
３月１０日（木）
～１１日（金）

常任委員会による付託議案審査　【市民福祉常任委員会】　　
※地震発生により中断する。

（地震による災害発生のため、１４日から１８日までを休会と決定。
産業建設常任委員会は延期となる。）

３月２２日（火） １０時 ～：各３常任委員会を開催し、各付託議案を審査する。
委員会終了後：本会議を開き、議会から請願 3件、議員提案
議案として発議 3件が追加提出される。
各常任委員長から付託議案に対する審査報告を受け、議案２６
件に対して討論、採決を行う。
追加議案に対して質疑、討論、採決を行う。
閉会
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平成平成２２３年 第１回 ３年 第１回 
稲敷市議会定例会稲敷市議会定例会

23年度一般会計　186億5800万円
（前年比1.4％増）を可決
23年度一般会計　186億5800万円23年度一般会計　186億5800万円
（前年比1.4％増）を可決（前年比1.4％増）を可決

議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

議案第 3 号
稲敷市社会体育施設条例の一部改
正について

江戸崎総合運動公園のテニスコート改修
工事完了に伴い、市内すべての利用料金
体系の統一を図り、また夜間照明施設の
利用料金も改正するもの

総務教育 原案可決

議案第 4 号
稲敷市道路占用料徴収条例及び稲
敷市法定外公共物管理条例の一部
改正について

道路法施行令の一部を改正する政令が公
布されたことに伴い、各条例の一部を改
正するもの

産業建設 原案可決

議案第 5 号
稲敷市都市公園管理条例の一部改
正について

江戸崎総合運動公園のテニスコート改修
工事完了に伴い、市内すべてのテニスコー
トの利用料金体系の統一を図るもの

総務教育 原案可決

議案第 6 号
平成 22年度稲敷市一般会計補正
予算（第6号）

予算総額を１９３億２７１５万６千円とする 各常任委員会 原案可決

議案第 7 号
平成 22年度稲敷市国民健康保険
特別会計補正予算（第3号）

予算総額を５５億７３４４万７千円とする 市民福祉 原案可決

議案第 8 号
平成 22年度稲敷市老人保健特別
会計補正予算（第2号）

予算総額を８２４万６千円とする 市民福祉 原案可決

議案第 9 号
平成 22年度稲敷市農業集落排水
事業特別会計補正予算（第5号）

予算総額を５億９２５万８千円とする 産業建設 原案可決

議案第10号
平成 22年度稲敷市公共下水道事
業特別会計補正予算（第3号）

予算総額を１９億６２８７万円とする 産業建設 原案可決

議案第11号
平成 22年度稲敷市介護保険特別
会計補正予算（第3号）

予算総額を２６億２３６７万３千円とする 市民福祉 原案可決

議案第12号
平成 22年度稲敷市浮島財産区特
別会計補正予算（第1号）

予算総額を１６０万３千円とする 総務教育 原案可決

議案第13号
平成 22年度稲敷市古渡財産区特
別会計補正予算（第1号）

予算総額を３８１万７千円とする 総務教育 原案可決

議案第14号
平成 22年度稲敷市後期高齢者医
療特別会計補正予算（第3号）

予算総額を７億９９４４万７千円とする 市民福祉 原案可決



議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

議案第15号
平成 22年度稲敷市水道事業会計
補正予算（第1号）

収益的支出：営業費用２００万円の増額と
営業外費用２００万円の減額

資本的支出：建設改良費２０１４万７千円
の減額と企業債償還金５７
万６千円の増額

産業建設 原案可決

議案第16号 平成 23年度稲敷市一般会計予算
予算総額を１８６億５８００万円とする
（前年比　1.4％増）

各常任委員会 原案可決

議案第17号
平成 23年度稲敷市国民健康保険
特別会計予算

予算総額を５５億９０１万６千円とする
（前年比　0.2％増）

市民福祉 原案可決

議案第18号
平成 23年度稲敷市，稲敷郡町村
及び一部事務組合公平委員会特別
会計予算

予算総額を１６万８千円とする
（前年比　38.7％減）

総務教育 原案可決

議案第19号
平成 23年度稲敷市農業集落排水
事業特別会計予算

予算総額を３億８３３１万４千円とする
（前年比　16.1％減）

産業建設 原案可決

議案第20号
平成 23年度稲敷市公共下水道事
業特別会計予算

予算総額を18億 3400万 9千円とする
（前年比　6.2％減）

産業建設 原案可決

議案第21号
平成 23年度稲敷市介護保険特別
会計予算

予算総額を２８億６４７０万２千円とする
（前年比　7.0％増）

市民福祉 原案可決

議案第22号
平成 23年度稲敷市浮島財産区特
別会計予算

予算総額を１２４万５千円とする
（前年比　1.3％減）

総務教育 原案可決

議案第23号
平成 23年度稲敷市古渡財産区特
別会計予算

予算総額を３５４万７千円とする
（前年比　2.0％減）

総務教育 原案可決

議案第24号
平成 23年度稲敷市基幹水利施設
管理事業特別会計予算

予算総額を１億４１９２万１千円とする
（前年比　18.5％増）

産業建設 原案可決

議案第25号
平成 23年度稲敷市後期高齢者医
療特別会計予算

予算総額を８億１２４２万４千円とする
（前年比　2.8％増）

市民福祉 原案可決

議案第26号
平成 23年度稲敷市水道事業会計
予算

収益的収支予算総額：９億６２６５万２千円
（前年比　2.6％減）
資本的収入予算総額：２１５９万６千円
（前年比　34.0％増）
資本的支出予算総額：４億５９６６万２千円
（前年比　11.6％増）

産業建設 原案可決

議案第27号
平成 23年度稲敷市工業用水道事
業会計予算

収益的収支予算総額：７７６万１千円
（前年比　10.5％減）
資本的支出予算総額：５０５万１千円

産業建設 原案可決

議案第28号 字の区域の変更及び設定について
江戸崎工業団地　約 43ｈａに係わる字名
を「江戸崎みらい」に統一するもの

総務教育 原案可決

選挙第 1 号
茨城県後期高齢者医療広域連合議
会議員一般選挙

平成 23年 3月19日に任期満了を迎える
ため、規定に従い選挙を行う
当選人：長　坂　太　郎

選　　挙

発議第 1 号
東北関東大震災の災害復旧に関す
る決議

提出者：高　野　貴世志
　　　　ほか賛成者４名

原案可決

発議第 2 号
東北地方太平洋沖地震、災害復旧
に関する意見書

提出者：堀　口　正　良
　　　　ほか賛成者５名

原案可決

4稲敷市議会だより　第24号



議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

発議第 3 号
東北地方太平洋沖地震、災害復旧
に関する意見書

提出者：高　野　貴世志
　　　　ほか賛成者３名

原案可決

閉会中継続審査の件 申し出者：産業建設常任委員会 決　　定

請 願 の 審 議 結 果

5 稲敷市議会だより　第24号

常
任
委
員
会
の
審
査
報
告

受付日 件　　　名
提　出　者
住所・氏名

付託委員会 結　果

請願第 1号
（H23．2．9）

ＴＰＰ交渉参加反対に関
する請願書

稲敷市江戸崎甲 3016 番地の 3
稲敷農業協同組合
代表理事組合長　根　本　　脩

産業建設 継続審査

請願第 2号
（H23．2．21）

新利根地区の新設小学校 
（統合） 校舎建設用地が決
定とされた当該用地決定
の見直しを求める請願に
ついて

稲敷市伊佐津 3275-2
池　田　信　正
　　　ほか署名者 15名

総務教育 不 採 択

請願第 3号
（H23．3．17）

東北地方太平洋沖地震、
災害復旧に関する請願書

稲敷市幸田 3542 番地
新利根川土地改良区
理事長　栗　山　　勲

省略 採　　 択

請願第 4号
（H23．3．17）

大地震災害に関する緊急
請願書

稲敷市江戸崎甲 3016 番地の 3
稲敷農業協同組合
代表理事組合長　根　本　　脩

省略 採　　 択

請願第 5号
（H23．3．18）

東北地方太平洋沖地震、
災害復旧に関する請願書

稲敷郡河内町源清田 5960
豊田新利根土地改良区
理事長　雑　賀　正　幸

省略 みなし採択

　

今
期
定
例
会
の
常
任
委
員
会
審
査
は
、
地
震

災
害
の
影
響
に
よ
り
総
務
教
育
委
員
会
を
除
き
、

市
民
福
祉
委
員
会
は
一
部
を
残
し
て
中
断
、
ま

た
産
業
建
設
委
員
会
で
は
一
時
延
期
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
審
査
が
終
了
し
て
い
な
い
２
委
員

会
は
、
最
終
日
22
日
の
本
議
会
開
会
前
に
改
め

て
委
員
会
を
開
催
し
、
緊
急
な
状
況
下
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
討
論
・
採
決
の
み
の
審
査
を

行
い
、
２
委
員
会
と
も
付
託
さ
れ
た
す
べ
て
の

議
案
に
対
し
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

　

審
査
が
終
了
し
て
い
た
総
務
教
育
委
員
会
で

は
、
市
に
お
き
て
い
る
災
害
状
況
を
重
く
受
け

止
め
、
８
日
に
決
定
し
た
審
査
結
果
に
対
し
て

再
審
査
を
す
べ
き
と
判
断
し
、
22
日
に
委
員
会

を
開
催
し
て
協
議
し
た
結
果
、
付
託
さ
れ
た
議

案
す
べ
て
を
全
会
一
致
に
よ
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

付
託
さ
れ
た
各
請
願
に
つ
い
て
は
、別
表
「
請

願
の
審
議
結
果
」
を
ご
参
照
願
い
ま
す
。

常常任任委委員員会会のの審査経過と結果

常
任
委
員
会
の
審
査
報
告



第
１
回
定
例
会
に
は
、
７
名
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
に
つ
い
て
、
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

市
政
を
問
う

一
般
質
問議　員

根 本　 保

地
域
産
業
の
育
成

健
全
化
を
図
る
た

め
入
札
制
度
の
在
り
方
等

が
報
道
さ
れ
た
。

　

当
市
に
お
い
て
、
地
元

産
業
を
元
気
づ
け
る
た
め

に
も
、
地
域
性
を
十
分
に

考
慮
し
た
入
札
制
度
を
取

り
入
れ
る
考
え
は
な
い
か

お
聞
き
し
た
い
。

根
本

指
名
業
者
の
選
定

あ
る
い
は
、
一
般

競
争
入
札
の
参
加
資
格
を

決
定
す
る
際
は
、
市
内
業

者
で
対
応
で
き
る
も
の
は
、

市
内
業
者
が
入
札
に
参
加

で
き
る
形
態
を
と
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
受
注
機
会

の
拡
大
を
図
る
た
め
分
離

分
割
発
注
の
取
り
組
み
を

推
進
し
て
行
く
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
地
域
産
業
育

成
の
た
め
研
究
努
力
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長

地
域
性
を
考
慮
し
た
入
札
制
度
へ

田
口
市
長 

今
後
と
も
研
究
努
力
を
重
ね
て
い
く

現在使用している車は、旧
桜川村議長車で14年目とな

り、また走行距離は 16万㎞を超え
ているため、安全面を考慮すると不
安がある。早晩乗り換えるようにな
ると思うが、市長車をリースで使用
する考えはないか。

リースの場合、購入するよ

り総額では高くなります。

今後、市長車は環境に配慮したハイ

ブリット車や安全性に配慮した車へ

シフトさせていかなくてはならない

と考えています。購入する場合は、

低燃料・低価格車を使用して経費の

削減に努めていきます。

根本 市長

市長公用車のリースは
田口市長  経費削減に努める

16 万 kmを超えている市長公用車



松 戸 千 秋
議　員
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市
政
を
問
う

子
供
た
ち
を
守
る

安
心
・
安
全
の
ま

ち
づ
く
り
を
促
進
し
て
い

る
自
治
体
が
増
え
て
き
て

い
る
。

　

本
市
で
も
放
課
後
の
子

供
の
安
全
を
確
保
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
入
所
対
象
学

年
の
拡
大
と
開
設
時
間
を

延
長
す
る
考
え
は
な
い
か

伺
い
た
い
。

松
戸

入
所
対
象
を
6
年

生
ま
で
拡
充
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
時

点
で
定
員
に
余
裕
が
あ
る

場
合
は
、
出
来
る
限
り
の

受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
、
入
所
対
象
年
齢

を
拡
充
す
る
た
め
に
は
、

施
設
の
確
保
等
も
難
し
い

状
況
で
す
。
ま
た
、
時
間

延
長
に
つ
い
て
は
、
状
況

を
精
査
し
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

子
供
の
安
心
・
安
全
を
目
指
せ

田
口
市
長 
適
正
か
つ効率

的
な
運
営
へ

市
長

平成 24 年度から武道が必修とな
る。専門知識や技術が必要となる

ため、指導教員の育成や授業の進め方はど
のようになっているかお聞きしたい。

市内の中学校では、柔道または

剣道を選択する学校が２校ずつ

あります。各学校には段位取得者を配置し

ており、これらの教員を中心に指導力を高

め、武道の授業を充実させていきたいと考

えています。また、実施時数は各学年とも

年間８時間から 10 時間程度を予定してい

ます。

　武道の授業を通して心身ともにたくまし

く成長できるよう力を尽くしていきたいと

考えています。

武道必修の進捗状況は
坂本教育長  指導力の向上を

松戸 教育長

児童クラブ

新利根中学校武道館



山 本 彰 治
議　員

8稲敷市議会だより　第24号

一
般
質
問

働きたい母親が子供を預かってもらえないと、家庭を困窮させることになりかね
ない。

　22年度当初は、ゼロの待機児童が育児休暇明けや保育士不足等により 34人と増加し
ている。今年度の準備・対応が甘かったのではないか。保育士確保の募集方法は消極的
ではなかったか。千葉県やつくば市等では人材派遣を採用しており、当市でも積極的な
策を求めたい。
　また育児休暇中にも上の子を預かる等、他の市町村に倣った対応を望む。23年度の保
育士配置、年度途中からの入所希望対応等についての方針を伺いたい。

保育所の環境整備を
田口市長  入所基準見直しと保育士確保を実施

山本

市内には公立、民間五つの保育所があり 3 月 1 日現在で

644 名の乳幼児を預かっています。例年以上の待機児童が

発生していますが、新年度希望者は全員入所可能です。

　年度途中の保育士不足に関しては、ハローワーク等での募集を行

いましたが応募が少なく、今後は年度当初から最大限に預かれるよ

う保育士の確保を行います。

　また育児休暇明けなどの継続入所については、次年度に向けた入

所基準の見直しを検討していきます。

市長



浅 野 信 行
議　員

9 稲敷市議会だより　第24号

市
政
を
問
う

市
民
か
ら
旧
新
利

根
給
食
セ
ン
タ
ー

施
設
を
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
の
は
も
っ
た
い
な
い

と
の
声
が
聞
か
れ
る
。

　

壊
す
の
み
で
は
な
く
、

揚
げ
も
ち
や
味
噌
、
米
粉

パ
ン
や
こ
う
じ
パ
ン
づ
く

り
等
の
地
産
地
消
、
地
域

お
こ
し
や
活
性
化
、
雇
用

促
進
な
ど
に
有
効
利
用
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

市
長
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
伺

い
た
い
。

浅
野

新
利
根
給
食
セ
ン

タ
ー
は
19
年
８
月

末
で
閉
所
し
、
20
年
１
月

よ
り
普
通
財
産
と
し
て
管

財
課
管
理
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
施
設
に
限
ら
ず

用
途
廃
止
施
設
や
土
地
の

活
用
は
当
市
の
大
き
な
課

題
で
あ
り
、
部
長
級
職
員

で
構
成
す
る
市
有
財
産
利

活
用
検
討
委
員
会
を
発
足

し
、
現
在
は
関
係
課
係
長

級
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
方
式
の
検
討
調
査
に
着

手
し
て
お
り
、
今
後
協
議

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

新
利
根
給
食
セ
ン
タ
ー
の
有
効
活
用
を

田
口
市
長 
検
討
委
員
会
で
検
討

市
長

11 月の一般質問答弁で、市長は
子育て支援策充実の重要性と子

どもの居場所づくり等の支援体制整備の
考えを示したが、その後も国のガイドラ
インに阻まれ悩む市民がいる。
　母子手帳配布時のアンケートや乳幼児
家庭全戸訪問の際に、保育所利用意向調
査等を考えてはどうか。児童クラブや保
育所の現実、待機児童対策等への市の取
組みを伺いたい。

現在、放課後児童クラブは８ヵ所

開設し、15 小学校の児童 169 名

が利用しています。教育委員会の放課後

子どもプラン事業との連携を図りながら、

支援体制を強化していきます。

　保育所入所は、年度途中での職場復帰

支援や緊急性の高い希望者を待機させな

いよう、入所基準の見直しを現在進めて

います。今後は民間保育園の協力を得て

定員増を図り、さらに事前の入所状況の

把握など、議員ご提案の母子手帳交付時

や家庭訪問時での聴き取りも実施してい

きたいと考えています。

子育て支援の取組みは
田口市長  教育・福祉で連携を

浅野 市長



山 口 清 吉
議　員

こ
の
ほ
か
新
庁
舎
建
設

に
関
す
る
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

10稲敷市議会だより　第24号

一
般
質
問

日本共産党が実施したアンケートでは、市民の 55％が国民健康保険税は高いと感じ
引き下げを望んでいる。

　国保税の加入・滞納世帯、短期被保険者証交付の状況等及び被保険者が失業、病気等で収
入が著しく減少した場合の対応について伺いたい。また一般会計からの法定外繰出金増額に
より国保税引き下げを実施する考えはないか。

国保税引き下げを望む
田口市長  国保税引き下げは困難

山口

市
で
は
こ
れ
ま
で

様
々
な
形
態
に
よ

り
公
共
交
通
運
用
を
試
行

錯
誤
し
て
き
た
が
、
市
内

を
自
由
に
行
動
で
き
る
交

通
機
関
の
整
備
充
実
が
望

ま
れ
る
。

　

面
整
備
と
し
て
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
循
環

バ
ス
、
線
と
し
て
の
路
線

バ
ス
、
点
と
し
て
の
タ
ク

シ
ー
助
成
、
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
等
の
体
系
立
て
た

整
備
の
必
要
性
を
伺
う
。

山
口

本
市
内
で
は
民
間

バ
ス
路
線
４
系
統
、

市
の
助
成
代
替
バ
ス
路
線

６
系
統
、
地
域
間
交
通
シ

ス
テ
ム
（
タ
ク
シ
ー
利
用

料
金
助
成
）
が
市
民
の
交

通
手
段
で
す
。

　

整
備
方
針
と
し
て
バ
ス

路
線
と
近
隣
鉄
道
駅
を
結

ぶ
基
幹
交
通
（
線
）
整
備

と
、
高
齢
者
や
子
供
に
対

す
る
交
通
手
段
確
保（
面
・

点
）
整
備
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
第
１
段
階
で
は
廃

止
路
線
復
活
を
含
む
線
的

整
備
を
行
い
、
第
2
段
階

で
面
的
整
備
に
入
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長

市
内
公
共
交
通
体
系
の
整
備
を
望
む

田
口
市
長 

公
共
交
通
整
備
は

ま
ち
づ
く
り
の
重
要
施
策

21 年度国保加入世帯は 8,229、滞納世帯は 1,841 で 22.4％。う

ち短期被保険者証交付が 1,248 世帯、資格証明書交付は 170 世

帯です。滞納世帯は年々増加傾向にあり、滞納の解消に努めています。

　非自発的失業者に対しては給与所得を 100 分の 30 とみなして課税軽

減しており、2月末で 182 人の該当者がいます。

　現在、市独自の減免要綱を準備中です。国保会計は 21 年度より実質

収支が赤字で、すでに一般会計からの補填により賄われております。一

方で医療費は年々高騰しており、現段階で国保税を引き下げることは困

難な状況です。

市長

国民健康保険証



大湖 金四郎
議　員

11 稲敷市議会だより　第24号

市
政
を
問
う

昨年、市民から悪臭がして窓も開
けられない等の苦情があり、現場

確認したところ垂れ流し等、し尿処理が悪
い状態だった。市や県の担当者が当事者と
話し合った結果、一時は飼育されなくなっ
たが、また豚が戻って別なところにも垂れ
流しがあったため、市民が困り切っている。
　今までの経緯と今後の対応等を伺いたい。

市及び県の関係各課が現

地を確認し、関係法令や

条例等と照らし合わせながら、幾度となく

改善指導を行ってきました。一時は移転す

る話もありましたが、このまま再開される

場合には、関係機関と連携して再度対処し

ていきます。

今後このような事態を想

定して、特定施設の届

け出がない場合でも、市独自の立ち入り調

査を行うための新たな条例を作成できるか、

条例の設置に向けて検討していきます。

産業建設部長

昨
年
６
月
の
定
例

議
会
で
、
集
合
住

宅
地
域
を
回
る
小
型
バ
ス

等
の
運
行
に
つ
い
て
質
問

を
行
っ
た
際
、
市
長
は
実

施
す
る
方
向
で
検
討
す
る

と
答
弁
さ
れ
た
。

大
湖

　

８
ヶ
月
が
経
ち
、
市
民

か
ら
は
一
日
も
早
く
と
い

う
声
が
多
く
な
っ
て
き
て

い
る
が
、
路
線
の
構
想
は

ど
う
な
の
か
、
ま
た
運
行

開
始
は
い
つ
頃
を
目
指
し

て
い
る
の
か
伺
う
。

小
型
バ
ス
の
運
行
は
い
つ
頃
か

田
口
市
長 　

９
月
か
・
10
月
頃
の
開
始

市
長

養豚場のし尿処理について
 　市民生活部長  新たな条例設置を検討したい

大湖

路
線
の
構

想
は
、
短

期
的
と
中
長
期
的

な
整
備
の
方
針
を

立
て
、
機
能
的
な

交
通
手
段
の
選
択

や
活
用
の
導
入
に

向
け
た
作
業
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

市民生活部長

現在の基幹交通ブルーバス
※一部地域のみ

　

ま
ず
初
め
に
は
、
市
内

全
体
の
バ
ス
路
線
（
基
幹

交
通
網
）
整
備
を
確
立
さ

せ
た
上
で
、
移
動
が
制
約

さ
れ
る
方
々
に
対
す
る
交

通
手
段
の
確
保
を
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

運
行
開
始
に
つ
い
て
は
、

順
調
に
進
捗
し
た
場
合
に

は
９
月
か
ら
10
月
頃
と
予

測
し
て
い
ま
す
。



根 本 光 治
議　員

12稲敷市議会だより　第24号

一
般
質
問

昨年 12 月、一方的に新庁舎建設案
が市広報紙や新聞報道等で公に示さ

れた。また審議する新年度当初予算の中に
は、旧江戸崎西高校校舎１棟を残した解体
工事費が計上された。
以下の２点について伺いたい。
一つ、これまでの議会との協議をどう捉え
ているのか。
二つ、ランニングコストなど長期的に考え
た場合、約 40 年経過した高校校舎を再利
用するよりも、小規模な新築庁舎 1棟を建
設した方が、明らかに費用抑制できると考
えるが、どう判断するのか。

現在の建設計画案については、全員

協議会や定例議会での答弁等で明ら

かにし、また新聞報道等についても、議会

へ説明した以上の内容にはなっていないと

理解しています。

　コストの比較については、面積単価ベー

スの比較で全て新築の案より約２億円程度

のコストダウンが図れるという結果も得ら

れています。

旧校舎の利用をどう判断するか
田口市長  実勢価格ではコストダウンになっている

根本 市長

今
ま
で
全
員
協
議
会

等
で
も
主
張
し
て
き

た
よ
う
に
、
市
長
が
提
示
し

て
い
る
計
画
案
は
実
勢
価
格

で
30
億
円
と
い
う
金
額
を
出

し
て
い
る
。
実
際
、
設
計
す

る
時
に
は
、
設
計
価
格
で
比

較
検
討
さ
れ
る
の
が
常
識
で

あ
る
。

　

当
初
計
画
を
実
勢
価
格
で

比
較
検
討
し
た
の
か
、
ま
た

私
の
提
案
は
間
違
っ
た
考
え

な
の
か
伺
い
た
い
。

実
勢
価
格
に
つ
い
て

は
、
比
較
検
討
し
て

い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
議
員
の
提
案
に
つ

い
て
は
人
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え

方
が
あ
る
の
で
、
ど
う
こ
う

と
申
し
上
げ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

根
本

市
長

市長から再利用が提案されている旧西校校舎



13 稲敷市議会だより　第24号

研
修
日
：
平
成
23
年
2
月
18
日

研
修
先
：
茨
城
県
取
手
市

　
　
　
　

千
葉
県
香
取
市

　

改
選
後
最
初
の
議
会
全
体
研

修
と
し
て
、
取
手
市
の
議
会
改

革
及
び
議
会
運
営
の
状
況
、
香

取
市
の
道
の
駅
施
設
の
運
営
等

に
関
し
て
、
近
隣
市
の
先
進
的

取
り
組
み
に
つ
い
て
行
政
視
察

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

取
手
市
議
会
は
早
稲
田
大
学

マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
研
究
会
の
実

施
し
た
２
０
１
０
年
議
会
改
革

度
調
査
で
、
全
国
総
合
22
位
、
茨
城

県
内
議
会
で
唯
一
１
０
０
位
以
内
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
議
会
で
す
。

　

稲
敷
市
で
も
実
施
に
向
け
て
検
討

を
開
始
し
た
議
会
報
告
会
、
予
算
決

算
特
別
委
員
会
の
状
況
等
を
中
心
に

説
明
を
求
め
、
熱
心
な
質
疑
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
一
問
一
答
制
や

反
問
権
、
会
派
運
営
、
政
務
調
査
費
・

視
察
研
修
の
運
営
内
容
等
に
も
質
問

が
及
び
、
議
会
運
営
全
般
に
関
す
る

問
題
点
の
掘
り
起
こ
し
と
、
当
市
議

会
改
革
推
進
の
ヒ
ン
ト
を
提
供
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

隣
接
す
る
香
取
市
で
は
、
昨
年
開

設
し
た
「
川
の
駅
・
水
の
郷
さ
わ
ら
」

の
他
、
地
元
農
産
物
や
特

産
品
の
販
売
に
よ
る
地
域

振
興
と
集
客
観
光
に
成
功

し
て
い
る
「
道
の
駅
く
り

も
と
」
の
運
営
状
況
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
視
察

時
に
は
平
日
の
午
後
に
も

係
わ
ら
ず
多
数
の
集
客
が

あ
り
、
成
功
の
秘
訣
が
何

な
の
か
興
味
を
抱
か
さ
れ

ま
し
た
。

　

道
の
駅
く
り
も
と
は
平

成
14
年
に
開
設
し
、
交
通

量
も
少
な
く
周
囲
に
観
光

地
も
な
い
と
い
う
立
地
条
件
に
も
係

ら
ず
年
間
レ
ジ
通
過
者
数
35
万
７
千

人
、
施
設
利
用
数
は
１
０
０
万
人
と

推
測
さ
れ
、
農
産
物
の
販
売
額
３
億

４
２
３
０
万
円
に
及
ぶ
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
稲
敷
市
の
観
光
資
源

掘
り
起
こ
し
や
地
域
振
興
、
地
域
活

性
化
に
向
け
て
参
考
と
な
る
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

議会全体 研修 報告

質問者　山　口　清　吉　議員

議 案 質 疑

　議案第16号　平成23年度稲敷市一般会計予算
　 問 　平成 23年度の稲敷市の非正規職員の人数について伺う。

　答弁　（親見部長）

　臨時職員雇用予定者数は、１７４名です。
　一般会計では、事務補助…10名　一般労務…12 名　保育業務及び講師…63 名　
児童クラブ指導員…48 名など、11 項目を計上している。
　特別会計では、介護保険で９名　下水道及び農業集落排水事業で 4名を計上して
いる。

　 問 　現在の基金積立金について各目的の説明を願う。

　答弁　（親見部長）

　額が大きいものとしては、
　財政調整基金…財源不足を補う、また災害や緊急大規模工事経費の財源に充てる
　　　　　　　　ための基金。
　公共公用施設整備基金…公共公用施設及び、学校施設の建設費等に充てるための
　　　　　　　　　　　　基金。
　新庁舎建設基金…新庁舎の建設に係わるものに充てるための基金。
　など、14項目を計上している。



14稲敷市議会だより　第24号

◆
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
◆

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
希
望
や
意
見
を
、
直

接
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
制
度
と
し

て
請
願
と
陳
情
が
あ
り
、
だ
れ
で
も
議
会

に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

請
願
（
陳
情
）
書
は
、
書
面
で
の
み
受

け
付
け
ま
す
。
議
会
事
務
局
ま
で
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

　

紹
介
議
員
が
必
要
な
も
の
を
「
請
願
」、

な
い
も
の
を
「
陳
情
」
と
呼
び
、
受
理
し

た
請
願
や
審
査
対
象
と
な
っ
た
陳
情
の
議

決
結
果
は
、
提
出
者
に
そ
れ
ぞ
れ
通
知

し
ま
す
。

【
請
願
（
陳
情
）
書
の
提
出
方
法
】

●
請
願
（
陳
情
）
の
趣
旨
（
願
意
・
理
由
）

は
、
市
議
会
に
対
し
て
何
を
求
め
、
何

を
し
て
ほ
し
い
の
か
で
き
る
だ
け
具
体

的
に
、
ま
た
、
簡
単
明
瞭
に
記
載
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
必
要
に
応
じ
て
図

面
や
そ
の
他
の
資
料
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

●
受
付
は
、
市
議
会
事
務
局
に
て
随
時

行
っ
て
い
ま
す
が
、
原
則
と
し
て
毎
定

例
会
（
3
月
・
6
月
・
9
月
・
12
月
）

開
会
予
定
日
の
10
日
前
ま
で
に
受
理

さ
れ
た
も
の
が
、
そ
の
定
例
会
の
取
り

扱
い
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
以
降
に
提
出

さ
れ
た
も
の
は
、
次
の
定
例
会
に
付
議

さ
れ
ま
す
。

※
請
願
書
・
陳
情
書
に
つ
い
て
不
明
な
点

は
、
市
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

討

論

■
反
対
討
論

　
　
　
　

山
口　

清
吉　

　

日
本
共
産
党
が
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
、
約
70
％
の
人
が
生

活
は
苦
し
く
な
っ
た
と
答
え
て
い
る
。

国
保
税
・
水
道
料
金
等
の
引
き
下
げ

や
高
齢
者
福
祉
や
介
護
保
険
の
充
実
、

ま
た
循
環
バ
ス
の
整
備
等
を
望
ん
で

お
り
、
市
民
の
要
望
実
現
の
立
場
か

ら
、
以
下
５
議
案
に
反
対
す
る
。

議
案
第
16
号
：
平
成
23
年
度
稲
敷
市

一
般
会
計
予
算

　

市
民
は
新
庁
舎
の
早
期
建
設
を
望

ん
で
お
ら
ず
建
設
事
業
費
に
反
対
す

る
。

議
案
第
17
号
：
平
成
23
年
度
稲
敷
市

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

　

国
保
税
滞
納
率
が
22
・
４
％
と
な

る
事
態
の
中
で
、
国
保
税
引
き
下
げ

を
せ
ず
、
被
保
険
者
証
を
取
り
上
げ

る
よ
う
な
や
り
方
は
許
せ
ま
せ
ん
。

議
案
第
21
号
：
平
成
23
年
度
稲
敷
市

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

　

高
い
保
険
料
と
一
部
負
担
金
、
ま

た
施
設
は
入
所
待
機
者
が
多
い
と
い

う
三
重
苦
と
な
っ
て
い
る
。

議
案
第
25
号
：
平
成
23
年
度
稲
敷
市

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
は
当
初

か
ら
反
対
で
あ
り
、
一
旦
老
人
保
健

制
度
に
戻
し
再
検
討
を
図
る
べ
き
で

あ
る
。

議
案
第
26
号
：
平
成
23
年
度
稲
敷
市

水
道
事
業
会
計
予
算

　

水
道
料
金
は
全
国
5
番
目
の
高
料

金
で
あ
り
、
県
企
業
局
に
原
水
値
下

げ
を
要
求
す
る
等
の
課
題
に
対
応
す

べ
き
で
あ
る
。

■
賛
成
討
論

高
野　

貴
世
志　

全
議
案

　

6
号
、
16
号
議
案
に
は
新
庁
舎
建

設
に
関
す
る
経
費
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
が
、
そ
の
予
算
を
復
興
支
援
に

充
当
し
て
、
１
日
も
早
い
市
の
正
常

化
を
求
め
る
た
め
賛
成
す
る
。

　

ま
た
、
新
庁
舎
建
設
基
金
25
億
円

に
つ
い
て
も
、
条
例
改
正
等
の
措
置

を
取
っ
て
い
た
だ
き
、
市
の
災
害
復

旧
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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経済対策補正予算を可決

臨 時 会 報 告

平成23年 第１回
稲敷市議会臨時会

　平成２３年第１回稲敷市議会臨時会が１月１９日（１日間）に開かれ
ました。
　市長より提出された議案は、平成２２年度一般会計の補正予算案１
件と特別会計の補正予算案１件の計２件で、これは国の経済対策補正
予算が成立したことに伴い、「地域活性化・きめ細かな交付金」、「住民
生活に光をそそぐ交付金」の対象事業について予算計上されたものです。
　常任委員会への付託はなく、本会議での慎重なる審議により各議案
ともに可決されました。
　議決結果については下記をご参照ください。

議案番号 件　　　名 内　　　容 審議結果

議案第１号
平成 22年度稲敷市一般会計補正予算
（第 5号）

予算総額を１９２億２００１万７千円とする 原案可決

議案第2号
平成 22年度稲敷市農業集落排水事業
特別会計補正予算（第 4号）

予算総額を５億１４３５万３千円とする 原案可決

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果

経済対策補正予算を可決
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発
行
‥
稲
敷
市
議
会　

編
集
‥
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会　

〒
３
０
０-

０
７
９
２ 

稲
敷
市
結
佐
１
５
４
５　

☎
０
２
９
９-

７
８-

３
３
９
０
（
直
通
）

編

集

後

記

編

集

後

記

委

員

長　
　

根　

本　
　
　

保

副
委
員
長　
　

松　

戸　

千　

秋

委　
　

員　
　

浅　

野　

信　

行

委　
　

員　
　

篠　

崎　

力　

夫

委　
　

員　
　

大　

湖　

金
四
郎

委　
　

員　
　

岡　

沢　

亮　

一

　

３
月
11
日
、
東
日
本
を
襲
っ
た
未

曾
有
の
大
震
災
は
巨
大
津
波
を
引
き

起
こ
し
、
そ
の
す
さ
ま
じ
い
有
様
は
目

を
覆
う
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
れ
に
起
因

し
て
福
島
の
原
発
事
故
が
発
生
し
た

た
め
、
福
島
は
も
と
よ
り
、
周
辺
県
の

農
畜
産
物
に
ま
で
甚
大
な
影
響
を
及

ぼ
し
、
国
や
県
が
い
く
ら
安
全
性
を
強

調
し
て
も
風
評
被
害
の
広
が
り
が
と
て

も
怖
い
。

　

稲
敷
市
に
お
い
て
も
東
地
区
を
中

心
に
家
屋
の
損
傷
が
多
く
見
受
け
ら

れ
、
道
路
、
上
下
水
道
等
の
生
活
基

盤
が
破
壊
さ
れ
、
そ
の
復
旧
も
急
務
と

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
増
し
て
大
変

な
こ
と
は
、
生
活
の
糧
と
な
る
米
作
り

が
で
き
な
い
こ
と
だ
。
機
場
や
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
の
損
壊
、
水
田
の
液
状
化
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

　

百
年
に
一
度
有
る
か
無
い
か
の
巨
大

震
災
に
遭
遇
し
て
、
改
め
て
水
や
電

気
、
食
糧
の
大
切
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ

た
。
ま
た
、
お
互
い
に
助
け
合
う
人
の

心
の
温
か
さ
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
震
災
を
現
実
の
も
の
と
し
て
受
け

止
め
て
、
こ
れ
か
ら
力
強
く
立
ち
直
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

根
本
（
保
）
記

　実施日：：平成２３年３月１５日

　３月１１日に発生した「東日本大震災」は東北地方から関東地方にかけての広範囲にわたって、

地震・津波・原子力災害という、かつて日本が経験したことのない未曽有の大災害をもたらし、

当市内にも過去に類のない甚大な被害を及ぼしました。この災害により被災された市民並びに

多くの皆様方に、心よりお見舞い申し上げます。

　市議会では、特に被害の大きかった市東部地域を中心に、緊急に被災の現地確認を実施しま

した。全員協議会において被災現況の概要説明を受けた後、みのり幼稚園～西代地区～新東小

学校～稲敷大橋～結佐・六角地区～浮島地区にかけての道路、堤防敷、公共施設、住宅、農地

等の罹災の現況を確認しました。大規模な液状化や地割れ、建造物の倒壊等を目の当たりにし、

その被害状況の大きさに強い衝撃を受けました。

　議会では被災の現況をふまえて、何事にも優先し

たライフラインの復旧と、被災市民の皆様方の一刻

も早い平穏な日常生活の確保に向けて、市執行部に

対して早急な対応を求めるとともに、復旧財源とし

て市の保有する各種基金等を活用した柔軟な措置を

講ずることを求める決議書を提出しました。

　今後、市議会では市当局と連携し、被災地復旧に

全力を傾注してまいります。市民の皆様一丸となっ

てこの災害を乗り切るためご協力をお願いします。

東日本大震災で被災された皆さまに、
謹んでお見舞い申し上げます。

　　稲敷市議会 

月6 7 日火となります。
次回定例会開会予定は


